
フェーズ４  
～改善・発展サイクルの定着～ 

✓ Check！（実施しているものにチェック） 参考 

□ 【開発会議】方針の改善・発展と支援  

□ フェーズ２～３のＰＤＣＡサイクルの定着 

持続的に改善・発展できる仕組みづくり 

（カリキュラム改善に向けた合同会議の定期開催 等） 

 

□ 改善・発展のため、接続する園・小学校で、子どもの学びや

生活を具体的にイメージして話し合う場を設定 

ワーク 10、11 

□ 子どもの実態に応じて、各園・小学校の創意工夫を生かした

動的なカリキュラムに 

（参考資料） 

１年生公開授業

の取組例 

 

★実施のポイント 

○最初から 100％完成を目指さず、実践しながら改訂していく 

  初年度は 50％くらいの完成度でも大丈夫です。そして、次年度も共通の視点で

見直しながら改訂していきましょう。 

○担当者が変わっても持続的・発展的にカリキュラムの見直しができる体制を 

せっかく作ったカリキュラムも、担当者が変わると、実行性のないものになっ

てしまう、ということはありませんか。 

前年度に共通理解したことについてしっかり引き継いだ上で、新年度の子ども

たちの実態から、見直していくことが大切です。 

フェ―ズ 1～３のワークの中から選択したり、ワークシートをカスタマイズし

たりして、保育者と小学校教員でのワークを繰り返しながら、カリキュラムや実

践を改善・発展する過程を大切にしましょう。 

多くの保育者・小学校教員・教育委員会関係者、保護者にも、架け橋カリキュ

ラムの考え方について共有し、取組を広げていきましょう。 



 

ワーク 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

     小学校一年生の教科書（全教科）、ワークシート 

＜進め方のポイント＞ 

・アイスブレイクで活動しやすい雰囲気をつくることで、グループ協議を活性化し、合科的な授業

についての理解を深める。 

・合科について理解を深めたことを自園、自校の架け橋カリキュラムの改善に生かしていく。 

１．アイスブレイ

ク 

（10分） 

 

 

○「猛獣狩りゲーム」（人数合わせ） 

・簡単な歌を楽しみながら、参加者同士 

が自然と手をつないだり、会話を楽し 

んだりする。猛獣狩りゲーム自体が合 

科的な学びであることを知らせていく。 

２．合科について 

共有 

（10 分） 

 

○「合科的とは何か」「幼児教育とは何か」を示す。 

※参考：小学校学習指導要領（平成 29年告示 文部科学省） 

○グループ協議の流れの説明をする。 

・事前に指定したグループに分かれ、合科的な授業の内容及び導入を考える。

・協議内容をシェアする際には、教師役と児童役に分かれ模擬授業的に行う。

３．架け橋タイム 

（グループ協議） 

（30分） 

 

（30 分） 

 

 

 

 

 

○合科的な授業について話し合う。 

・幼児教育と小学校教育のアイデアを盛り込んで柔軟な 

発想を取り入れていく。 

・導入から自然な流れで授業に入っていけるようにする。 

○グループ協議をシェアする。 

・合科的な授業に取り入れる教科やねらいを伝える。 

・導入部分の５分間を模擬授業として発表する。 

・残りの流れを口頭で発表する。 

 

４．振り返り 

（10分） 

   

○学びの振り返りをし、今後の保幼小の継続した連携の必要性と有効性を確

認する。 

保育者と小学校教員 

(７月８月) 

スタートカリキュラムを見直そう 
～保育者と小学校教員で一緒に合科的な授業を考えよう～ 

保育者と小学校教員が一緒に合科的な授業を考えるにあたり、アイスブレイクなどで協議しや

すい雰囲気をつくっていく。合科的な授業について考えることを通して、幼児教育と小学校教育

の共通理解を図る。幼児教育と小学校教育の違いや互いの教育方法などを理解し合えるように構

成する。 

準備 

＜参加者からの意見＞ 
・楽しく取り組むことで、柔軟な思考で取り組めた気がします。 
・小学校の指導法に幼児教育が加わり、アップデートされ有意義に感じた。 



 
 
 
 
 
 

グループ名             

 

○ ねらい 

 

 

 

○ 準備物等 

 

 

 

○ 授業の流れ 

学習内容・活動 気を付けること・配慮点 

  

・合科的な指導とは、各教科等のねらいを効果的に実現するため、単元または 1 コマの時間の中

で、複数の教科等の目標や内容を組み合わせて学習活動を展開する指導方法です。入学当初は、

幼児期における遊びを通した総合的な学びを生かし、教科等の学習へ円滑に移行するため、合

科的・関連的な指導の工夫が大切です。 

・協議では、意見を活発に出し合う時間を大切にするため、細かく書かず、発表メモとして活用

しましょう。 

私たちは「     」と「     」と「     」の 

合科的な授業を考えました！ 

ワーク 10 ワークシート 



【参考資料】小学校のスタートカリキュラム公開授業の取組事例 

○市町村内でスタートカリキュラムの公開授業（４月）を毎年 1校ずつ実施 

○参加者：市町村内の保育者・小学校教員・管理職・教育委員会関係者 等 

当日は、スタートカリキュラムまでの校内研修等の取組の経緯や当日の授業の参観のポイントに

ついて、教務主任より参観者へ説明をした上で、授業参観を行った。 

＜前年度からの取組の様子（校内研修）＞（教務主任説明資料より）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜当日の授業について・取組による教職員の意識の変化＞ 

 

 

 

 



 

 

 



第２日目 第３日目 第４日目 第５日目 第６日目 第７日目 第８日目 第９日目

♡なかよしタイム
（好きな遊びをしてすごす）

朝の会

①あいさつ②歌③健康観察

④今日の予定

♡なかよしタイム
（好きな遊びをしてすごす）

朝の会

①あいさつ②歌③健康観察

④今日の予定

♡なかよしタイム
（好きな遊びをしてすごす）

朝の会

①あいさつ②歌③健康観察

④今日の予定

♡なかよしタイム
（好きな遊びをしてすごす）

朝の会

①あいさつ②歌③健康観察

④今日の予定

♡なかよしタイム
（好きな遊びをしてすごす）

朝の会

①あいさつ②歌③健康観察

④今日の予定

♡なかよしタイム
（好きな遊びをしてすごす）

朝の会

①あいさつ②歌③健康観察

④今日の予定

♡なかよしタイム
（好きな遊びをしてすごす）

朝の会

①あいさつ②歌③健康観察

④今日の予定

♡なかよしタイム
（好きな遊びをしてすごす）

朝の会

①あいさつ②歌③健康観察

④今日の予定

国 国 国 国 国 国 学 生

音 音 音 国 国 国 学 生

  国　
♡あいさつゲーム

学
🌳誰と一緒に来たかな？
登校班の班長の名前を教え合おう。 学 🌳自分の大きさ知ってる？

自分の身長や体重を言ってみよう。
学 生 体

🌳校庭で遊びたい

校庭にはどんな遊具があるか話し

合う。

国 音

学
🌳学校のはてな？

困ったことを話し合う。 行 学 🌳正しく測るためにはどうした

らいいか考えよう。
学 生 道 国 音

生 行 学 生 生 道 図 音

生 行 学 生 生 体 🌳４年生に遊具の使い方や遊

び方を教わろう
図 音

学 🌳帰りのしたくをしよう

下校グループを作ろう。
生 🌳クラスの友達知ってる？

友達の名前を言ってみよう。
学 生 生 体 行 図

学 国 学 国 図 体 行 図

学 国 行
🌳発育測定

国 図 体 行 図

国 国 🌳見つけた春を話そう 体 算 生

学 学 学 算 道

学 学 学 算 道

国 行 国 国 国

国 行 国 国 国

国 行 国 国 国

　　

📖本を読もう

学級文庫から好きな本を選んで

読もう。

友達に本を紹介しよう。

📖自分の名前を書いてみよう

４

校

時

📖なかよし
教科書の中から「なかよし」を見つ

けよう。

🌳楽しい給食

給食の流れや係の仕事を知ろ

う。

📖楽しい給食

給食の流れや係の仕事を覚え

よう。

📖楽しい給食

給食の流れや係の仕事を覚えよ

う。

５

校

時

🌳給食おいしいね

給食について感想や気づいたこ

とをみんなで話し合おう。

♡１年生を迎える会 🌳楽しかったことをみんなで

話そう

遊具をつかって遊んだことにつ

いて話そう。

📖地震や火事がおこったら

地震や火事が起こったらどうす

ればいいか考えよう。

避難訓練

🌳すきなものなあに

好きなものをたくさんかいて楽し

む。

 

🌳みんなのことおしえて

友達の好きなものを聞きたいな

🌳わたしのすきなこと

自分のことをみんなに聞いてもら

う

🌳帰りの準備をする。

下校グループで自己紹介をし

よう。

🌳自分の名前を発表しよう

自分の名前をみんなの前で言って

みよう。

🌳聞いてみたいな
調理員さんに絵や手紙で聞きたい

ことを伝えよう。

🌳見つけた春を描こう

自分が見つけた春の絵を紙に描

いてみよう。

２

校

時
🌳通学班集会

🌳遊具の使い方や遊びのルー

ルを話し合う。
🌳持ち物の片付け方はどうす

るのかな
気持ちのよい整理整頓の仕方に

ついて話し合おう。

🌳体操服に着替えよう

体重や身長を正しく測るために着

替えよう。

🌳給食のひみつをさぐろう

給食について、知りたいことや気

になることを出し合って、調理員

さんに聞いてみよう。

🌳学校の春をさがそう

校庭に出て、自分で春だと思う

ものを探そう。

３

校

時

🌳どこで発育測定するのかな

どんな教室で測るのかな。

約束はあるかな。

🌳４年生と一緒に遊具を使っ

て遊ぼう

　体育の授業を行っている４年

生に、遊具の使い方を教えてく

れるように頼み、一緒に遊ぼ

う。

🌳本を読んでもらおう

春に関する本を読んでもらう。

🌳本を読んでもらおう

　遊具で遊ぶ本を読んでもらう。

🌳自分で本を読んでみよう

 学級文庫の中から、好きな本を選

び読む。

🌳「校歌」ってなんだろう

お兄さん、お姉さんが歌っている

歌はなにかな。

🌳学校の給食室を探そう

給食室をのぞいてみよう。

🌳春といえば

春の連想ゲーム

🌳鉛筆で書いてみよう

どうしたら上手に線が書けるか

な。

🌳「校歌」を教えてもらおう

音楽室で授業をしている３年生に

校歌を教えてもらおう。

🌳線のお散歩をしよう

大きな紙に線をたくさん書いて

みよう。

🌳本を読んでもらおう

給食に関する本を読んでもらう。

スタートカリキュラム学習計画（取組例）

１

校

時

♡本を読んでもらおう

♡歌って踊ってなかよくなろう

♡本を読んでもらおう

♡歌って踊ってなかよくなろう

♡本を読んでもらおう

♡歌って踊ってなかよくなろう

♡なかよしタイム（ピンク）
一人一人が安心感をもち、担任や友達に慣れ、新しい人間

関係を気づいていく時間

🌳わくわくタイム（緑）

生活科を中心とした体験的な活動や話し合い活動を通し

て、各教科等との合科的・関連的な指導の工夫を図り、主体

的な学びを作っていく時間

📖ぐんぐんタイム（青）
教科等の学習に徐々に移行し、教科特有の見方、考え方を身に付けてい

く時間

朝

の

時

間

♡なかよしタイムは、授業時間以外の教育活動として位置づけたり、各教科等

で実施したりする。（各教科等で実施する場合は、その教科等の目標や内容

を実現するものである必要がある。）



 

ワーク 11  

 

 

 

 

 

 

  

 

昨年度作成した小学校区ごとの架け橋カリキュラム（拡大印刷）、付箋紙、カラーペン 

           子どもたちが遊びや学びに夢中になっている写真（参加者が持参する） 

          校務用タブレット（小学校教員） 

<進め方のポイント> 

・市町村主体の研修にする場合は、小学校区でグルーピングすると、より円滑な連携につながる。その

際に、前年度の参加者が各グループに入るようにし、前年度に共通理解したことを引き継いだ上でワ

ークを行う。 

・小学校の先生が話し合いながら校務用タブレットで架け橋カリキュラムのデータを追記しておくと、

研修会後すぐに各幼児教育施設や小学校に共有でき、校内（園内）での情報共有がスムーズになる。 

１．アイスブレイク 

（１０分） 

○自己紹介をする。 

  氏名、リフレッシュ方法、最近あったうれしかったこと等を紹介する。 

２．イメージの共有 

（１０分） 

○本研修会のねらいについて押さえる。 

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）」の確認をする。 

 ・幼児教育と小学校以降の教育は、育みたい資質・能力でつながっているこ

とを確認する。 

・昨年の研修会で作成した小学校区ごとの架け橋カリキュラムに、今回話し

合ったことを追記し、内容を充実させることを伝える。 

３.架け橋タイム 

（グループ協議） 

（５０分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 小学校区ごとの「育てたい子どもの姿」を確認する。 

 ・昨年参加した先生から、どのような願いでキャッチフレーズにまとめたの

かを話してもらう。 

② 架け橋カリキュラムを意識した子どもの姿について語り合う。 

 ・持ち寄った写真を見せ合い、子どもの姿や育まれている力について、育て

たい子どもの姿と関連付けながら「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

（１０の姿）」をもとに語り合う。 

③ 架け橋カリキュラムの内容を充実させる。 

 ・共通するところに写真を置いたり、「遊びや学びのプロセスで大切にしたい

こと」にキーワードを書き足したりする。 

 ・話合いを通して、環境の構成や先生の関わりについての新たな発見をカリ

キュラムに追記する。 

 

 

 

 

 

 

 

４．振り返り 

（1０分） 

○全体で気付きや感想を交流する。 

・グループの代表者が、今回新たに出たキーワードを全体に共有する。 

・今回のワークを通して感じたことなど、研修の感想を語り合う。 

・追記した架け橋カリキュラムが今後の実践に生かされるよう、本日の内容を

園内（校内）で共有できるようにする。 

保育者と小学校教員  

夏季休業中 
【フェーズ４】架け橋カリキュラムの充実 

 ～既存のカリキュラムにアイデアを加え、内容を深化させよう～ 

・保育者と小学校教員が持参した写真をもとに、「遊びや学びのプロセスで大切にしたいこ

と」を中心に子どもたちの遊びや学びの様子を伝え合う。 

・大切にしたいことのキーワードが見えてきたら、前年度に作成した「架け橋カリキュラム」

と照らし合わせ、重なる場所に写真を置いたりキーワードを書き足したりする。 

・「遊びや学びのプロセス・環境の構成・先生の関わり」について追記したことを共有し、幼

児教育と小学校教育の育ちや学びのつながりについての理解を深める。 

準備 

子どもたちがのびのびと発言できるようにし、保育者が子

どもの気付きを拾っています。徐々に子どもたち同士で発

見したことなどを共有できるようにしていきたいですね。 

小学校でも子どもの「やってみたい」気持ちを大切にする

ために、柔軟に合科的な授業を取り入れられるよう、校内

でも話し合ってみます。 

子どもたちが「思考を働かせる」ことを大切にしたいです

ね。キーワードに加えましょう。 



参考資料の紹介（○資料 ☆動画） 

 

 

 

○「幼児教育と小学校教育がつながるってどういうこと？」（幼児教育及び小学校

教育関係者向けの参考資料）Ｒ６.４文部科学省 HP 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/mext_02697.html 

 

☆「遊びは学び 学びは遊び “やってみたいが学びの芽” ～『やってみたい』

から始まる学びの芽（知識・技能や思考力等の基礎、学びに向かう力）の育成～」 

Ｒ６.４文部科学省動画チャンネル 

https://www.youtube.com/watch?v=UxfAl3XWfGo 

 

○☆「幼保小の架け橋プログラム」文部科学省 HP 

「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」Ｒ４ 

「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引きの参考資料（初版）」Ｒ４ 

説明動画 

「幼保小の架け橋プログラム事業」採択自治体の取組  

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/1258019_00002.htm 

 

○「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム スタートカリキュラム導入・実践

の手引き」Ｈ30．３文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター編著 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/startcurriculum_180322.pdf 

 

○☆幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なビジョン （はじめの 100 か月の育

ちビジョン）R5.12 こども家庭庁 HP 

https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo_sodachi 

 

○「保育所１２３」厚生労働省 HP 

https://www.mhlw.go.jp/hoikusyo123/index.html 

 

 

○「一人一人のよさを 未来へつなぐ―学校教育のはじまりとしての幼稚園教育 ―」

文部科学省 HP 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/1422302.htm 

 

○「未来をつくり出す力の基礎を培うために 幼保連携型認定こども園ってどん

なところ？」こども家庭庁 HP 

https://www.cfa.go.jp/policies/kokoseido/kodomoen/gaiyou 

 

○「幼児一人一人が未来の創り手にー幼児教育 Q＆Aー」 

文部科学省委託事業幼児教育の教育課題に対応した指導方法等充実調査研究（R 元） 一般

社団法人保育教諭養成課程研究会（協力：全国国公立幼稚園 ･ こども園長会） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/1405077_00001.htm 

 

○「茨城の幼児教育」（義務教育課）県教育委員会 HP 

https://kyoiku.pref.ibaraki.jp/gakko/early-childhood-education/pdf/ 

 

 

○☆ポータルサイト「家庭教育応援ナビ」 

https://www.edu.pref.ibaraki.jp/katei/ 

○「家庭教育支援資料」→「子育てアドバイスブック ひよこ/クローバー」 

○☆「子育てに役立つマンガ・動画・資料」 

○☆「研修教材・資料」→「就学前教育」  

→茨城県保幼小接続カリキュラム（Ｈ30.３） 

→保幼小連携・接続の実践事例（Ｒ４、５ ※Ｒ６は 12 月末追加予定 ） 

 
 
 
 

（各要領・指針名で検索・閲覧可） 

○保育所保育指針解説 

○幼稚園教育要領解説 

○幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説 

○小学校学習指導要領解説 

 



「架け橋カリキュラム作成ガイドブック」に寄せて 

  

「架け橋カリキュラム」は、幼児教育と小学校教育の接続を円滑にし、連携を強化するた

めの取組として、現在各自治体で作成が進められています。これまで、接続期のカリキュラ

ムとして、幼児教育ではアプローチカリキュラム、小学校ではスタートカリキュラムを作成

し、双方の教育をつなげてきました。「架け橋カリキュラム」は、それらをさらに発展させ、

幼児教育の先生と小学校教育の先生が協力し合い、「架け橋期」とされる重要な２年間のカ

リキュラムを一体的に捉え、共同で作成しようとするものです。この共同作業を通じて、互

いの教育方法に対する理解を深め、従来の教育を見直し改善していくことが期待されてい

ます。 

本資料は、各自治体や学区で架け橋カリキュラムを作成する際のガイドとして、実態に応

じた具体的な取り組み例（ワークショップや事例）を示しています。「フェーズ１〜基盤作

り〜」では、互いの教育について理解することから始めます。子ども同士の交流や保育参観、

授業参観を通じて、互いの教育理念や方法について理解を深めることが求められます。「フ

ェーズ２〜検討・開発〜」では、いくつかのワークショップを通じて得られた情報や意見を

基に、段階的にカリキュラムを整えていきます。例えば、「育んでいきたい子どもの姿」を

共通理解し、具体的な事例を基に「遊びや学びのプロセス・環境の構成・先生の関わり」や

「一人一人の子どもに応じた具体的な支援」をカリキュラムに反映させます。このプロセス

を通じて、互いの教育への理解がさらに深まることが期待されます。「フェーズ３〜実施・

検証〜」では、実際の教育活動の事例を収集し、これまで作成してきたカリキュラムを見直

し、検証します。「フェーズ４〜改善・発展サイクルの定着〜」では、ＰＤＣＡサイクルを

確立し、継続可能な研修となっているかを確認し、さらなる深化を図る工夫が求められます。 

地域によって進捗状況や実態はさまざまです。そのため、どこから始めるか、どこに重点

を置いて進めるかは各自治体や学区ごとに異なります。また、最初から完璧なカリキュラム

を作成しようとすることは現実的ではありません。むしろ、幼児教育と小学校教育の先生が

地域の子どもたちの成長について共通理解を深め、協力しながら、徐々に整えていくという

姿勢が重要です。途中でメンバーが変わることもありますので、各フェーズを繰り返したり

行きつ戻りつしたりしながら発展させていくことが必要です。架け橋カリキュラムは他の

教育課程と同様、完成することはなく、常に見直し、改善、発展していかなければなりませ

ん。そのための持続可能な仕組みづくりも求められています。 

このガイドが、各自治体や学区での架け橋カリキュラム作成の参考となり、活発な議論

と取り組みが進むことを願っています。 

                     茨城大学教育学部 教授 神永 直美 

 

 



 

（令和６年度茨城県架け橋カリキュラム検討会委員） 

神 永  直 美  茨城大学教育学部教授  

宗 次  直 巳  常磐短期大学幼児教育保育学科助教  

立 石  友 美  ひたちなか市教育委員会指導課主任兼幼児教育アドバイザー  

阿 部  彩 子  茨城町教育委員会学校教育課指導主事  

高野 恵美子  笠間市立岩間第一小学校教諭  

安 齊  友 里  日立市立河原子小学校教諭  

根 本  和 典  東海村立村松幼稚園主幹教諭  

大 藪  友 希  学校法人中山学院渡里幼稚園認定こども園わたり主幹教諭  

平野 由起子  社会福祉法人栄寿会わかな保育園保育士  

小 貫  佳 子  社会福祉法人栄寿会わかな保育園学童副館長・保育士  

半 田  彩 子  茨城県立内原特別支援学校教諭  

 

（イラスト）  ワーク４・９のイラストを除く 

 半田  彩子    茨城県立内原特別支援学校教諭 

 

（資料提供） 

ひたちなか市立三反田小学校 

潮来市立延方小学校 

東海村立村松小学校 

茨城県教育庁学校教育部義務教育課（「茨城の幼児教育」より） 

 

（編集） 

和 田  秀 彦  茨城県教育庁総務企画部生涯学習課就学前教育・家庭教育推進室長 

高 橋  直 之   同室長補佐  

中 庭  朋 子   同指導主事  

鈴 木  睦   同主査  

 ※所属先や職名については、資料作成時のものです。 

 

 

（追加資料提供） 

 令和７年度 

認定こども園ぶどうの木竜ケ崎幼稚園 

鹿嶋市立中野東小学校 

茨城町教育委員会 

桜川市教育委員会 

 


